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障害者の虐待防止に関する取り組みの状況

も く じ ／通巻138号

　障害者虐待は、障害者の権利や尊厳をおびやかすものであり、絶対にあってはならないことです。
　しかし、虐待はどこでも起こる可能性があります。障害者本人が虐待されていると認識できず
被害を訴えられない場合や、周りの人がしつけや指導といって虐待をしている場合があります。
　虐待を防ぐためには、まず私たち一人一人が虐待について認識し、小さな兆候を見逃さないよ
う、早期発見に努めることが大切です。
　2012年（平成24年）10月に、障害者に対する虐待の禁止・防止・早期発見・通報義務等をう
たった「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」（以下「障害者虐待防
止法」という。）が施行されました。
　障害者虐待防止法では、障害者虐待に気づいた人は、市町村の担当窓口・障害者虐待防止セン
ターへ通報することを義務づけています。
　各関係機関・団体においては、法の周知とともに、どのようなことが虐待にあたるのか、どう
すれば虐待を防止できるのか等について、積極的に研修が行われています。
　今号では、平成25年度の福岡県における虐待の対応状況と、障害者福祉施設における取り組
みを紹介します。

※障害者虐待について
　・�障害者虐待防止法の「障害者」は、身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）のある人や、そのほかに心身の

障害や社会的な障壁によって、日常生活や社会生活が困難で援助が必要な人が対象となります。（障害者手帳を取
得していない人や18歳未満の人も含まれます。）

　・�障害者虐待の行為には、①身体的虐待②性的虐待③心理的虐待④放棄・放任（ネグレクト）⑤経済的虐待があります。
県ホームページでは、虐待防止に関する情報を掲載していますのでご活用ください。

　　アドレス　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/
障害者虐待防止法の施行について→

トップページ 健康・福祉 障害者福祉 障害者福祉→ → →
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こん号の内容 
１頁から３頁 障害者の虐待防止に関する取り組みの状況 
４頁から５頁 「まごころ製品」紹介 ほか 
６頁 報告記事 
７頁 福岡県障害者文化祭開催のお知らせ 
８頁 ほんだな 

１頁 
  
 タイトル：障害者の虐待防止に関する取り組みの状況 
 本文： 
障害者虐待は、障害者の権利や尊厳をおびやかすものであり、絶対にあってはならないことです。 
しかし、虐待はどこでも起こる可能性があります。障害者本人が虐待されていると認識できず被害を

訴えられない場合や、周りの人がしつけや指導といって虐待をしている場合があります。 
虐待を防ぐためには、まず私たち一人一人が虐待について認識し、小さな兆候を見逃さないよう、早

期発見に努めることが大切です。 
２０１２年（平成２４年）１０月に、障害者に対する虐待の禁止・防止・早期発見・通報義務などを

うたった「障害者虐待防止法」が施行されました。 
障害者虐待防止法では、障害者虐待に気づいた人は、市町村の担当窓口・障害者虐待防止センターへ

通報することを義務づけています。 
各関係機関・団体においては、法の周知とともに、どのようなことが虐待にあたるのか、どうすれば

虐待を防止できるのか等について、積極的に研修が行われています。 
こん号では、平成２５年度の福岡県における虐待の対応状況と、障害者福祉施設における取組みを紹

介します。 
 
注釈：障害者虐待について 

・障害者虐待防止法の「障害者」は、身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）のある人や、その
ほかに心身の障害や社会的な障壁によって、日常生活や社会生活が困難で援助が必要な人が対象となりま
す。（障害者手帳を取得していない人や１８歳未満の人も含まれます。） 

・障害者虐待の行為には、しんたい的虐待、性的虐待、心理的虐待、放棄・放任（ネグレクト）、経済的虐
待があります。県ホームページでは、虐待防止に関する情報を掲載していますので活用ください。 

 アドレス http://www.pref.fukuoka/lg.jp/ 

  トップページ右上の検索コーナーで「障害者虐待防止法の施行について」を検索してください。 
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況
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待
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る
」
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し
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。

　

�　

う
ち
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定
し
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も
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で
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労
継
続
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援
Ｂ
型
事
業
所

の
従
事
者
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よ
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暴
言
等
の

心
理
的
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待
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。
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県
で
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業
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に
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研

修
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等
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導
を
行
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、
事
業

所
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し
て
い
ま
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。

・�　

養
護
者
に
よ
る
虐
待
に
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す
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う
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、
市
町
村
が
「
虐
待
で
あ

る
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と
認
定
し
た
も
の
は
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で
し

た
。

　

�　

通
報
は
、
本
人
の
ほ
か
、
障
害
者

福
祉
施
設
従
事
者
に
よ
る
も
の
が
多

平
成
25
年
度
の
福
岡
県
に
お
け
る
障

害
者
虐
待
へ
の
対
応
状
況

（
福
岡
県
障
害
者
福
祉
課
発
表
）

く
、
障
害
者
福
祉
施
設
が
虐
待
の
早

期
発
見
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

・�　

虐
待
の
種
別
内
訳
は
、
身
体
的
虐

待
38
件
、
心
理
的
虐
待
25
件
、
経
済

的
虐
待
19
件
で
し
た
。
重
複
も
あ
り

ま
す
が
、
身
体
的
虐
待
と
心
理
的
虐

待
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・�　

被
虐
待
者
は
、
女
性
の
知
的
障
害

者
が
多
く
、
虐
待
を
行
う
養
護
者
は

父
母
、
兄
弟
、
夫（
配
偶
者
）で
し
た
。

被
害
を
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え
ら
れ
な
い
弱
者
が
被
害
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る
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え
ま
す
。

②�
養
護
者
に
よ
る
虐
待
へ
の
市
町
村
の

対
応

・�　

虐
待
と
判
断
さ
れ
た
60
件
の
う

ち
、
被
虐
待
者
の
保
護
と
虐
待
者
か

ら
の
分
離
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は
31

件
で
し
た
。
分
離
措
置
で
は
、
障
害

者
福
祉
施
設
を
利
用
し
た
短
期
入

所
、
医
療
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。
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。
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図
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す
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さ
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ク
し
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必
要
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。

ま
た
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者
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祉
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設
の
職
員
や
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村
の
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を
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象
と
し
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待

防
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修
を
実
施

し
、
障
害
者
虐
待

の
防
止
に
取
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組

ん
で
い
ま
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。

　

虐
待
は
、
人
権

を
侵
害
す
る
行
為

で
す
。
虐
待
を
受

け
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い
る
障
害
者

の
方
を
見
か
け
た

ら
、
た
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ず

に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

○平成25年度障害者虐待に関する相談・届出の状況
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

類型 対応機関
相談・通報・届出件数 内訳

受付機関 件　数 虐待と判断 虐待ではない
と判断

①�障害者福祉施設従事者等
による虐待に関するもの

県及び政令市・
中核市

県
件

（14）
21

件
（1）
1

件
（13）
20

市町村 （17）
56

（0）
2

（17）
54

小計 （31）
77

（1）
3

（30）
74

②�養護者による虐待に関す
るもの 市町村 市町村 （79）

182
（36）
60

（43）
122

③�使用者による虐待に関す
るもの

国
（労働局）

国
（労働局）

（9）
29

（6）
5

（3）
24

市町村 （4）
4

（0）
0

（4）
4

小計 （13）
33

（6）
5

（7）
28

※上段括弧書きは、平成24年度半期（平成24年10月～平成25年３月）の件数
※市町村には政令市・中核市を含む。
※�①②は厚生労働省「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状
況等に関する調査」によるもの。
　③は障害者虐待防止法に基づく福岡労働局からの報告の件数
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２頁  
 
 タイトル：平成２５年度の福岡県における障害者虐待の対応状況 
      （福岡県障害者福祉課発表） 
 小見出し：① 障害者虐待に関する相談・通報・届出の状況 
 本文： 
・ 障害者福祉施設従事者等による虐待に関する通報等７７件のうち、県、政令市及び中核市が「虐待
である」と判断したものは３件でした。 

この３件のうち１件は、県が認定したもので、就労継続支援Ｂ型事業所の従事者による、主に暴言
等の心理的虐待でした。 
県では、その事業所に対し研修の実施等の指導を行い、事業所から改善報告を受理しています。 

・ 養護者による虐待に関する通報１８２件うち、市町村が「虐待である」と認定したものは６０件で
した。 
通報は、本人のほか、障害者福祉施設従事者によるものが多く、障害者福祉施設が虐待の早期発見

の一翼を担っていることがわかります。 
・ 虐待の種別内訳は、しんたい的虐待３８件、心理的虐待２５件、経済的虐待１９件でした。重複も

ありますが、しんたい的虐待と心理的虐待が多い傾向にあります。 
・ 被虐待者は、女性の知的障害者が多く、虐待を行う養護者は父母、兄弟、夫（配偶者）でした。被

害を訴えられない弱者が被害を受けている実態が窺えます。 
 

小見出し：② 養護者による虐待への市町村の対応 
 本文： 
 ・ 通報１８２件のうち、虐待と判断されたのは６０件で、そのうち、被虐待者の保護と虐待者から

の分離措置が取られたのは３１件でした。分離措置では、障害者福祉施設を利用した短期入所、医療
機関への一時入院等の措置などが行われました。 

・ 養護者と分離しなかったのは、６０件のうち２５件でした。この場合も、新たに障害福祉サービス
の利用を始めるなど、養護者と距離を置くことで関係修復を図る措置が取られています。 

・ そのほか、障害者の生命やしんたいに関わる危険性が低く、障害者の安全が確認できた場合は、養
護者に対する助言・指導・見守り等、状況に応じた対応が取られています。 

 
 なお、使用者による虐待に関する通報は３３件で、うち、国（労働局）が虐待と判断したものは５件

でした。 
 

県では、障害者福祉施設における虐待の通報について、事実確認調査を行い、再発防止等を指導し
ています。 
さらに、障害者福祉施設に対して定期的に実地指導を行い、利用者に対して適切なサービスが提供

されているか、虐待の防止のため責任者を設置するなどの体制が整備されているか、職員に対して研修
が実施されているか等をチェックし、必要な指導を行っています。また、障害者福祉施設の職員や市町
村の職員を対象とした虐待防止研修を実施し、障害者虐待の防止に取り組んでいます。 

虐待は、人権を侵害する行為です。虐待を受けている障害者のかたを見かけたら、ためらわずに通報
してください。 
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虐
待
防
止
対
応
規
程
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
は
規
程
に
基
づ
き
、

虐
待
防
止
対
応
責
任
者
、
虐
待
防
止
受

付
者
（
苦
情
受
付
担
当
者
）、
虐
待
防
止

委
員
会
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
）
を
法
人
内
に
設
置

し
、
虐
待
の
通
報
か
ら

対
応
に
至
る
ま
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
手
順

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

施
設
に
お
け
る
虐
待
防
止
の
取
り
組
み

　
社
会
福
祉
法
人
豊
徳
会　
み
ろ
く
園

（
田
川
郡
福
智
町
）

　

こ
の
体
制
は
、
重
要
事
項
説
明
書
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
、

利
用
者
等
へ
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
通
報
は
一
件
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
防
止
委
員
会
は
、
施
設
内
に
お

け
る
虐
待
防
止
を
図
る
た
め
の
委
員
会

で
す
。
事
業
所
間
の
連
絡
調
整
を
行
う

「
調
整
委
員
会
」
に
加
え
た
か
た
ち
で

定
期
的
に
開
催
し
、
必
要
に
応
じ
て
第

三
者
委
員
を
虐
待
防
止
委
員
に
加
え
ま

す
。

　

虐
待
防
止
対
応
責
任
者
は
、
虐
待
防

止
委
員
と
と
も
に
虐
待
防
止
啓
発
の
た

め
の
職
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
「
虐
待
の
芽
」
に
気
づ
く
た
め
に

　

障
害
者
支
援
施
設
み
ろ
く
園
は
、
法

人
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
施
設
で
す
。

昭
和
54
年
に
定
員
40
名
の
知
的
障
害
者

更
生
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
に
現
在
の
障
害
者
支
援
施

設
へ
移
行
し
、
生
活
介
護
、
施
設
入
所

支
援
、
自
立
訓
練
、
日
中
一
時
支
援
、

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
生
活
介
護
・
施
設
入
所
支
援
の
定

員
は
60
名
に
増
え
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
利
用
者
一
人
一
人
の
意

向
を
尊
重
し
、
常
に
誠
実
に
対
応
す
る

よ
う
、
職
員
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

外
部
研
修
に
は
、
可
能
な
限
り
職
員

を
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
由
参
加

の
内
部
研
修
も
職
員
か
ら
の
提
案
を
も

と
に
開
催
し
、
毎
回
多
く
の
職
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、
県
の
研
修

内
容
を
参
考
に
、
理
事
長
・
施
設
長
を

は
じ
め
職
階
ご
と
に
事
例
検
討
や
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
虐
待
防
止
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

併
せ
た
研
修
を
月
に
１
度
、
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
６

月
に
は
、
各
事
業
所
の
管
理
職
等
を
対

象
に
「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
」「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
」「
虐
待
防
止
」
を
テ
ー
マ

に
事
例
検
討
や
グ
ル
ー
プ
討
議
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

研
修
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
が
職
務

上
の
問
題
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
、
チ
ー
ム
で
行
動
し
、
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
配
布
し
、
無
記
名
で
全
員
に

提
出
し
て
も
ら
い
、
職
員
の
状
況
把
握

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ろ
く
園
で
は
、
利
用
者
が
年
々
重

度
化
し
て
お
り
、
専
門
的
な
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
の
心
身
の
状

態
が
不
調
で
あ
る
と
適
切
な
支
援
を

行
え
ず
、
虐
待
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
虐
待
の
原
因
・
要
因
と
な
り
う
る

「
虐
待
の
芽
」
を
様
々
な
角
度
か
ら
継

続
し
て
分
析
し
、
早
い
段
階
で
芽
を
摘

む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

一
方
、
障
害
者
虐
待
の
多
く
が
、
家

庭
で
行
わ
れ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
施
設
が
家
庭
に
立
ち
入

る
こ
と
は
難
し
く
、
家
庭
内
虐
待
へ
の

取
り
組
み
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
利
用
者
家
族
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
虐
待
を
許
さ
ず
、
今
後
も
利

用
者
と
と
も
に
生
き
な
が
ら
、
人
生
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
努
め
て
い
き
た
い

と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
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 タイトル：施設における虐待防止の取組み 
      社会福祉法人 ほうとく会 みろく園（田川郡福智まち） 
 小見出し：社会福祉法人 ほうとく会の虐待防止体制 
 本文： 
田川郡福智まちにある社会福祉法人ほうとく会は、“障害者の方々の支援を通して「共に生きる」”を

理念に、障害者支援施設やグループホーム等、障害福祉サービス事業のほか、地域の福祉に関する総合
相談窓口として事業を展開しています。 
個人の尊厳の保持については、以前から法人の倫理綱領、行動規範に定め、職員への指導を行ってい

ましたが、平成１７年に県内で発覚した障害者施設における虐待事件をきっかけに、県内でもいち早く
虐待防止対応規程の整備に取り組みました。 
平成２４年度には規程に基づき、虐待防止対応責任者、虐待防止受付者（苦情受付担当者）、虐待防

止委員会（リスクマネジメント委員会）を法人に設置し、虐待の通報から対応に至るまでのそれぞれの
役割と手順を明確にしました。 
この体制は、重要事項説明書、パンフレットへの掲載等により、利用者等へ周知を行っています。こ

れまでのところ、通報は一件もありません。 
虐待防止委員会は、施設内における虐待防止を図るための委員会です。事業所間の連絡調整を行う「調

整委員会」に加えたかたちで定期的に開催し、必要に応じて第三者委員を虐待防止委員に加えます。 
虐待防止対応責任者は、虐待防止委員とともに虐待防止啓発のための職員研修を行っています。 
 
 
小見出し：「虐待の芽」に気づくために 

 本文： 
 障害者支援施設みろく園は、法人で最初に設立された施設です。昭和５４年に定員４０名の知的障

害者更生施設としてスタートしました。 
平成２２年に現在の障害者支援施設へ移行し、生活介護、施設入所支援、自立訓練、日中一時支援、

短期入所サービスを提供しています。生活介護・施設入所支援の定員は６０名に増えました。 
 
 次のコードへつづく 

施設では、利用者一人一人の意向を尊重し、常に誠実に対応するよう、職員の教育に力を入れていま
す。 
外部研修には、可能な限り職員を参加させるとともに、自由参加の内部研修も職員からの提案をもと

に開催し、毎回多くの職員が参加しています。 
虐待防止については、県の研修内容を参考に、理事長・施設長をはじめ職階ごとに事例検討やグルー

プ討議を行ってきました。また、虐待防止とメンタルヘルスを併せた研修を月に１度、定期的に開催し
ています。さらに、今年６月には、各事業所の管理職等を対象に「パワハラ・セクハラ」「メンタルヘ
ルス」「虐待防止」をテーマに事例検討やグループ討議等を行いました。 
 研修だけではなく、職員が職務上の問題を一人で抱え込まないよう、チームで行動し、報告・連絡・
相談の徹底に努めています。また、定期的にセルフチェックシートを配布し、無記名で全員に提出して
もらい、職員の状況把握を行っています。 

みろく園では、利用者が年々重度化しており、専門的な支援が求められています。職員の心身の状態
が不調であると適切な支援を行えず、虐待につながりかねません。虐待の原因・要因となりうる「虐待
の芽」を様々な角度から継続して分析し、早い段階で芽を摘むことが重要だと考え取り組んでいます。 
 一方、障害者虐待の多くが、家庭で行われているとの調査結果が出ています。施設が家庭に立ち入る
ことは難しく、家庭内虐待への取組みが今後の課題となっています。 
 そこで、家族の負担を軽減するためにも、日頃から利用者家族とコミュニケーションを十分に図るよ
う努めています。 
 決して虐待を許さず、今後も利用者とともに生きながら、人生のコーディネートに努めていきたいと
いう強い意志が感じられました。 
  
３頁おわり。 



　

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三

菱
鉛
筆
九
州
販
売
株
式
会
社
の
協
力
の

も
と
、
障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が

る
文
房
具
の
取
り
扱
い
を
新
た
に
開
始

し
ま
し
た
。

　

業
務
用
だ
け
で
な
く
、
名
入
れ
に
も

対
応
し
て
い
る
た
め
、
記
念
品
と
し
て

の
発
注
も
で
き
、
官
公
庁
を
中
心
に
、

多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
概
要
〕

○
福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
の
対
象
と
な
る

発
注
先
で
す
。
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
発
注
し
た
文
房
具
は
、
障
害
者
福

祉
施
設
で
袋
詰
め
等
の
作
業
を
行
う
た

め
、
障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
、
蛍
光

ペ
ン
の
ほ
か
、
付
箋
紙
等
の
文
房
具
全

障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が
る

文
房
具
を
販
売

般
が
取
り
扱
い
対
象
で
す
。
予
算
に
応

じ
た
商
品
を
ご
紹
介
で
き
ま
す
。

○
仕
様
や
価
格
は
、
通
常
の
文
房
具
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
商
品
の
外
装
部
分
に
、
福
岡
県
セ
ル

プ
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ゴ
と
、
障
害
者
支
援

に
つ
な
が
る
文
房
具
で
あ
る
旨
の
説
明

が
入
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 
施
設
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
６
９

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」で

施
設
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

　
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
情
報
を

公
開
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。

　

今
年
５
月
の
正
式
公
開
か
ら
、
毎
月

１
万
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

県
外
か
ら
も
注
文
が
入
る
な
ど
、
売
り

上
げ
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
新
規
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
、
県
民
の

皆
さ
ん
へ
の
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
く
だ

さ
い
。【
登
録
無
料
】

〔
新
規
登
録
の
手
順
〕

①
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」
の「
ご

利
用
方
法
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
生
産
者

紹
介
の
登
録
用
紙
」
と「
販
売
商
品
の

登
録
用
紙
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
入
力
す
る
。

②
登
録
用
紙
を
福
岡
コ
ロ
ニ
ー
あ
て

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
送
付
す
る
。

③
登
録
後
、「
更
新
シ
ス
テ
ム
操
作
説
明

書
」
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
更
新
を
行
う
。

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」

http://m
agokoro-ichiba.jp/

〔
Ｈ
Ｐ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
〕

社
会
福
祉
法
人 

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

〒
８
１
１-
０
１
１
９

糟
屋
郡
新
宮
町
緑
ケ
浜
１-

11-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
９
６
２
・
０
７
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
９
６
２
・
０
７
６
８

E-m
ail

seisaku@
fukuoka-colony.net

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
商
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

福
岡
県
で
は
、
11
月
に
県
内
４
会
場

（
北
九
州
、
福
岡
、
筑
後
、
筑
豊
）で
、
障

害
者
施
設
が
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
を
企

業
・
団
体
・
官
公
庁
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る

商
談
会
を
開
催
し
、
当
日
は
、
商
品
の

活
用
等
に
つ
い
て
活
発
な
や
り
と
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
21
日（
水
）
か
ら
25

日（
日
）に
は
、
福
岡
市
の
福
岡
三
越
で

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
大
規
模
販
売
会
を
開

催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

福
岡
県
障
害
者
福
祉
課 

自
立
支
援
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
３

    
 

 

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三

菱
鉛
筆
九
州
販
売
株
式
会
社
の
協
力
の

も
と
、
障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が

る
文
房
具
の
取
り
扱
い
を
新
た
に
開
始

し
ま
し
た
。 

 

業
務
用
だ
け
で
な
く
、
名
入
れ
に
も

対
応
し
て
い
る
た
め
、
記
念
品
と
し
て

の
発
注
も
で
き
、
官
公
庁
を
中
心
に
、

多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

〔
概
要
〕 

○
福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
の
対
象
と
な
る
発

注
先
で
す
。
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
発
注
し
た
文
房
具
は
、
障
害
者
福
祉

施
設
で
袋
詰
め
等
の
作
業
を
行
う
た
め
、

障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

○
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
、
蛍

光
ペ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
付
箋
紙
等
の
文

房
具
全
般
が
取
り
扱
い
対
象
で
す
。
予

算
に
応
じ
た
商
品
を
ご
紹
介
で
き
ま
す
。 

○
仕
様
や
価
格
は
、
通
常
の
文
房
具
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。 

○
商
品
の
外
装
部
分
に
、
福
岡
県
セ
ル

プ
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ゴ
と
、
障
害
者
支
援

に
つ
な
が
る
文
房
具
で
あ
る
旨
の
説
明

が
入
り
ま
す
。 

      

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

福
岡
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー 

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

施
設
課
内
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
７
７ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
６
９ 

      

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
情

報
を
公
開
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。 

 

今
年
５
月
の
正
式
公
開
か
ら
、
毎
月

１
万
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

県
外
か
ら
も
注
文
が
入
る
な
ど
、
売
り

上
げ
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

施
設
の
新
規
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
、
県
民

の
皆
さ
ん
へ
の
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
く

だ
さ
い
。【
登
録
無
料
】 

 

〔
新
規
登
録
の
手
順
〕 

①
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」
の
「
ご

利
用
方
法
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
生
産
者

紹
介
の
登
録
用
紙
」
と
「
販
売
商
品
の

登
録
用
紙
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
入
力
す
る
。 

②
登
録
用
紙
を
福
岡
コ
ロ
ニ
ー
あ
て
メ

ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
送
付
す
る
。 

③
登
録
後
、「
更
新
シ
ス
テ
ム
操
作
説
明

書
」
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
更
新
を
行
う
。 

 
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」 

h
t
t
p
:
/
/
m
a
g
o
k
o
r
o
-
i
c
h
i
b
a
.
j
p
/
 

 

〔
Ｈ
Ｐ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
〕 

社
会
福
祉
法
人 

福
岡
コ
ロ
ニ
ー 

〒
８
１
１-

０
１
１
９ 

糟
屋
郡
新
宮
町
緑
ヶ
浜
１-

11-

１ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
９
６
２
・
０
７
６
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
９
６
２
・
０
７
６
８ 

E
-
m
a
i
l
 

s
e
i
s
a
k
u
@
f
u
k
u
o
k
a
-
c
o
l
o
n
y
.
n
e
t
 

     

福
岡
県
で
は
、
11
月
に
県
内
４
会
場

（
北
九
州
、
福
岡
、
筑
後
、
筑
豊
）
で
、

障
害
者
施
設
が
「
ま
ご
こ
ろ
製
品
を
企

業
・
団
体
・
官
公
庁
に
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る

商
談
会
を
開
催
し
、
当
日
は
、
商
品
の

活
用
等
に
つ
い
て
活
発
な
や
り
と
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

来
年
１
月
21
日
（
水
）
か
ら
25
日

（
日
）
に
は
、
福
岡
市
の
福
岡
三
越
で

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
大
規
模
販
売
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

福
岡
県
障
害
者
福
祉
課 

自
立
支
援
係 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
３ 

障
害
者
の
工
賃
向
上
に
つ
な
が
る 

文
房
具
を
販
売 

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
シ
ョ
ッ
プ
」
で
施

設
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か 

「
ま
ご
こ
ろ
製
品
」
商
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た 
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４頁  
 
 このページでは、障害者の皆さんがつくる商品やサービスである「まごころ製品」についてお知
らせします。 
 
 タイトル：障害者の工賃向上につながる文房具を販売 
 本文： 
 福岡県セルプセンターでは、三菱鉛筆九州販売株式会社の協力のもと、障害者の工賃向上につな
がる文房具の取り扱いを新たに開始しました。 
 業務用だけでなく、名入れにも対応しているため、記念品としての発注もでき、官公庁を中心に、
多くの問い合わせをいただいています。皆さんぜひ活用ください。 
 
取り扱いの概要 
１ 福岡県セルプセンターは、障害者優先調達推進法の対象となる発注先です。セルプセンターを
通じて発注した文房具は、障害者福祉施設で袋詰め等の作業を行うため、障害者の工賃向上につな
がります。 
２ ボールペン、シャープペン、蛍光ペンなどのほか、付箋紙等の文房具全般が取り扱い対象です。
予算に応じた商品をご紹介できます。 
３ 仕様や価格は、通常の文房具と変わりません。 
４ 商品の外装部分に、福岡県セルプセンターのロゴと、障害者支援につながる文房具である旨の
説明が入ります。 
 
問い合わせ先 
福岡県セルプセンター（福岡県社会福祉協議会 施設課内） 
電話０９２・５８４・３３７７ 
ファックス０９２・５８４・３３６９ 

タイトル：「まごころ製品ショップ」で施設の商品をＰＲしませんか 
本文： 
「まごころ製品ショップ」は、障害者の皆さんがつくる商品やサービスである「まごころ製品」情
報を公開するウェブサイトです。 
 今年５月の正式公開から、毎月１万件を超えるアクセスがあり、県外からも注文が入るなど、売
り上げの拡大につながっています。 
 施設の新規登録は随時受け付けていますので、ぜひ登録し、県民の皆さんへの商品のＰＲに活用
ください。登録は無料です。 
 
新規登録の手順 
①「まごころ製品ショップ」の「ご利用方法」のページから、「生産者紹介の登録用紙」と「販売
商品の登録用紙」をダウンロードし、必要事項を入力する。 
②登録用紙を福岡コロニーあてメールまたは郵送で送付する。 
③登録後、「更新システム操作説明書」が送られてくるので、必要に応じて更新を行う。 
 
「まごころ製品ショップ」アドレス http://magokoro-ichiba.jp/ 
 
ホームページに関する問い合わせ先 
社会福祉法人 福岡コロニー 
〒８１１-０１１９ 
糟屋郡新宮町緑ヶ浜１の１１の１ 
電話０９２・９６２・０７６４ 
ファックス０９２・９６２・０７６８ 
E-mail seisaku@fukuoka-colony.net 
 

タイトル：「まごころ製品」商談会が開催されました 
 本文：  
  福岡県では、１１月に北九州、福岡、筑後、筑豊地区の県内４会場で、障害者施設が「まごこ
ろ製品を企業・団体・官公庁に直接ＰＲする商談会を開催し、当日は、商品の活用等について活発
なやりとりが行われました。 
 来年１月２１日（水）から２５日（日）には、福岡市の福岡三越で「まごころ製品大規模販売会」
を開催します。たくさんの方々のご来場をお待ちしています。 
 
問い合わせ先 
福岡県障害者福祉課 自立支援係 
電話０９２・６４３・３２６３ 
 
  
４頁おわり。 



　

福
岡
県
で
は
、
在
宅
で
医
療
ケ
ア
が

必
要
な
重
症
心
身
障
害
児
者
を
介
護
す

る
ご
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

既
存
の
介
護
老
人
保
健
施
設
を
活
用
し

た
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
福
岡
、
北
九
州
地
域
な

ど
18
の
施
設
で
、
医
療
型
短
期
入
所
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
存
在
し

な
い
宗
像
、
筑
紫
、
甘
木
・
朝
倉
、
八

女
・
筑
後
、
直
方
・
鞍
手
、
京
築
地
域

に
お
い
て
、
10
月
か
ら
順
次
、
介
護
老

人
保
健
施
設
が
新
た
に
短
期
入
所
事
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
情
報
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

重
症
心
身
障
害
児
者
が
利
用
可
能
な

短
期
入
所
事
業
所
が
新
た
に
開
設
さ

れ
ま
し
た

　

福
岡
県
で
は
、
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
県
内
２
か
所
に
設
置
し
、
発

達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家
族
に
対

し
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
専
門
的
な
相

談
に
応
じ
、
発
達
支
援
や
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
を
対

象
と
し
た
研
修
会
や
交
流
会
を
開
催
す

る
等
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
身
近
な
地
域
で
発
達
障

害
の
診
断
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
機
関
の
情
報
を
求
め
る
声
に
応
え

る
た
め
、
県
内
の
医
療
機
関
を
対
象
に

調
査
を
行
い
、
専
門
的
に
発
達
障
害
の

診
断
や
発
達
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
医
療
機
関
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

リ
ス
ト
の
特
長
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�
身
近
な
地
域
の
医
療
機
関
を
探
し
や

す
い
よ
う
、
県
内
４
地
域
ご
と
に
情

報
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

・�

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
医
療
機

関
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
機
関
が
発
達
障
害
児
（
者
）
に
対

「
発
達
障
害
の
診
断
等
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
リ
ス
ト
」
を
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

→

２
０
１
４
年
10
月
２
日　

重
症
心
身

→障
害
児
者
が
利
用
可
能
な
短
期
入
所

事
業
所
が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
す

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
ご

家
族
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
障
害
福

祉
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

福
岡
県
障
害
者
福
祉
課 

社
会
参
加
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
４

し
て
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
（
発

達
障
害
の
診
断
や
治
療
、
訓
練
、
医

師
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
）
を

障
害
の
種
類
別
に
記
載
し
て
い
ま

す
。

〔
掲
載
件
数
〕

64
件
（
北
九
州
地
区
13
、
福
岡
地
区
29
、

筑
後
地
区
18
、
筑
豊
地
区
４
）

※
リ
ス
ト
は
、
発
達
障
害
の
診
断
及
び

発
達
支
援
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
の

う
ち
、
公
表
が
可
能
と
回
答
し
た
医
療

機
関
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
情
報
は
随
時
更
新
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

福
岡
県
障
害
者
福
祉
課 

自
立
支
援
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
４

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

健
康
・
福
祉

→

発
達
障
害
の
診
断
等
を
行
っ
て
い
る

→医
療
機
関
リ
ス
ト

障
害
者
福
祉

→

障
害
者
福
祉

→
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タイトル：「発達障害の診断等を行っている医療機関リスト」を県ホームページで公表しています 

 本文：福岡県では、発達障害者支援センターを県内２か所に設置し、発達障害児者やそのご家族
に対し、発達障害について専門的な相談に応じ、発達支援や就労支援を行っています。また、ご家
族を対象とした研修会や交流会を開催する等、支援を行っています。 
 このたび、身近な地域で発達障害の診断等を受けることができる医療機関の情報を求める声に応
えるため、県内の医療機関を対象に調査を行い、専門的に発達障害の診断や発達支援を行うことが
できる医療機関のリストを作成し、県ホームページに公表しました。 
 
 リストの特長は次のとおりです。 
・身近な地域の医療機関を探しやすいよう、県内４地域ごとに情報をまとめています。 
・利用者のニーズにあった医療機関を探すことができるよう、医療機関が発達障害児者に対して実

施している、発達障害の診断や治療、訓練、医師によるカウンセリングなどのサービスを障害の
種類別に記載しています。 

掲載件数 
６４件（内訳：北九州地区１３件、福岡地区２９件、筑後地区１８件、筑豊地区４件） 
なお、リストは、発達障害の診断及び発達支援を行っている医療機関のうち、公表が可能と回答し
た医療機関を掲載しており、情報は随時更新します。 
 
アドレス http://www.pref.fukuoka.lg.jp/ 
トップページから健康・福祉をクリックし、障害者福祉をクリック、障害者福祉をもう一度クリ
ック、発達障害の診断等を行っている医療機関リストをクリックしてください。 
 
問い合わせ先 
福岡県障害者福祉課 自立支援係 
電話０９２・６４３・３２６３ 
ファックス０９２・６４３・３３０４ 
 
 
  
５頁おわり。 

５頁  
 
 このページのこのコードでは、重症心身障害児者を介護するご家族へのお知らせを、もうひとつ
のコードでは、発達障害の診断等を行う医療機関についてお知らせします。 
 
 重症心身障害児者を介護するご家族へのお知らせ 
 タイトル：重症心身障害児者が利用可能な短期入所事業が新たに開設されました 
 本文： 
 福岡県では、在宅で医療ケアが必要な重症心身障害児者を介護するご家族の負担軽減を図るため、
既存の介護老人保健施設を活用した短期入所（ショートステイ）サービスの拡充を進めています。 
 これまで、福岡、北九州地域など１８の施設で、医療型短期入所を実施してきました。 
 今回、このような施設が存在しない宗像、筑紫、甘木・朝倉、八女・筑後、直方・鞍手、けいち
く地域において、１０月から順次、介護老人保健施設が新たに短期入所事業を開始しています。 
 施設の情報は、県ホームページを参照ください。 
 
アドレス http://www.pref.fukuoka.lg.jp/ 
トップページからプレスリリースをクリックし、２０１４年１０月２日 重症心身障害児者が利用
可能な短期入所事業所が新たに開設されますをクリックしてください。 
 
 サービスの利用を希望されるご家族は、お住まいの市町村障害福祉担当課にご相談ください。 
  
問い合わせ先 
福岡県障害者福祉課 社会参加係 
電話０９２・６４３・３２６４ 
ファックス０９２・６４３・３３０４ 
 
次に、発達障害の診断等を行う医療機関についてお知らせします。 
次のコードにおすすみください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　

去
る
９
月
28
日
、「
第
40
回
福
岡
県

盲
人
福
祉
（
朝
倉
）
大
会
」
が
朝
倉
市

で
開
催
さ
れ
、
県
内
に
在
住
す
る
視
覚

障
害
者
等
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
大
会
は
、「『
広
げ
よ
う
！
』
愛
の

白
杖
シ
グ
ナ
ル
運
動
を
」「『
目
指
そ

う
！
』
権
利
条
約
の
批
准
に
伴
う
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
を
」「『
実
現
し
よ

う
！
』
制
限
・
地
域
格
差
の
な
い
同
行

援
護
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社
会
福

祉
法
人
福
岡
県
盲
人
協
会
が
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
福
岡
県
盲
人
協

会
の
小
西
会
長
が
「
始
終
笑
顔
で
あ
ふ

れ
、
好
感
を
も
た
れ
信
頼
さ
れ
る
社
会

で
あ
る
な
ら
、
平
等
で
権
利
が
保
障
さ

れ
る
社
会
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
事
を
成
し
、
広
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
自
ら
が
動
く
こ
と
が
必
要
だ
。」

福
岡
県
盲
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

と
、
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
に
在
住
し
て
い
る
韓

国
人
の
全
英
美
（
チ
ョ
ン　

ヨ
ン
ミ
）

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
育
児
支
援
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
盲
の
全
さ
ん
は
、
同
じ
く
視
覚
に

障
害
が
あ
る
ご
主
人
と
、
小
学
校
と
保

育
所
に
通
う
２
人
の
お
子
さ
ん
の
４
人

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

全
さ
ん
は
、「
保
育
所
へ
の
送
迎
は
、

同
行
援
護
で
は
な
く
、
居
宅
介
護
を
利

用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
育
児
』
が
家

事
援
助
に
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。
居

宅
介
護
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
の
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の

送
迎
に
自
分
は
一
緒
に
行
け
な
い
。」

「
事
例
を
ま
と
め
て
相
談
窓
口
に
置
い

て
お
け
ば
、
次
の
人
が
困
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。」
と
、
よ
り
充
実
し
た
育
児

支
援
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同
協
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
が
「
介
護
」
や
「
同
行
援
護
」
等

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
事
例
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
参
加
者
か
ら
も
普
段
抱
い
て

い
る
疑
問
や
思
い
が
話
さ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
29
日
、
福
岡
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
精
神
障

害
者
就
労
支
援
関
係
者
研
修
会
」
が
春

日
市
で
開
催
さ
れ
、
行
政
、
医
療
機
関
、

就
労
支
援
事
業
所
等
の
職
員
約
77
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
者
の
雇
用
が
年
々
増
加
す

る
一
方
で
定
着
率
は
低
く
、
関
係
機
関

が
連
携
し
支
援
を
行
う
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
福
岡
県
の
新
雇
用
開

発
課
と
障
害
者
福
祉
課
か
ら
、
本
県
に

お
け
る
精
神
障
害
者
雇
用
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
和
楽
え
の

き
」
か
ら
、
就
労
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、「
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
に
は
、『
医
療
的
な
Ｂ
型
』
と
、『
よ

り
企
業
に
近
い
Ｂ
型
』
が
あ
り
、
和
楽

え
の
き
は
前
者
で
あ
る
。
精
神
状
態
が

ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
人
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
、
作
業
と
い
う
よ
り
も
話
す

こ
と
を
大
切
に
接
し
て
い
る
。」
と
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
就
労
支
援
に
関
す
る
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、「
例
え
ば
、
作
業
を
15
分
あ

た
り
い
く
ら
と
細
か
く
設
定
す
る
こ

と
で
、
本
人
が
休
憩
を
申
告
し
や
す
く

な
り
、
結
果
、
作
業
時
間
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
く
。
健
康
を
保
つ
た
め
の
生

活
、
意
欲
を
高
め
持
続
さ
せ
る
た
め
の

作
業
環
境
を
つ
く
り
、
本
人
の
や
る
気

や
思
い
を
ど
う
か
き
た
て
る
か
が
支

援
者
の
役
割
だ
。
た
と
え
仕
事
が
長
続

き
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
い

い
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
を
受

容
し
、
学
び
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
れ
ば
い
い
の
だ
と
利
用
者
に
話
し
て

い
る
。」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
生
活
支
援
で
は
、
保
健

所
や
市
町
村
担
当
課
、
社
協
、
医
療
機

関
等
と
連
携
し
て
い
る
。
就
労
支
援
で

は
、
各
機
関
の
特
性
を
相
互
に
理
解
し

連
携
し
て
い
る
。」「
気
に
な
る
求
人
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
で
連
絡
を
と
っ
て
も
ら

い
、
実
習
訓
練
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。」
等
、
事
例
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
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タイトル：精神障害者就労支援に関する研修会が開催されました 
 本文：  
  去る１０月２９日、福岡県精神保健福祉センターが主催する「精神障害者就労支援関係者研修
会」が春日市で開催され、行政、医療機関、就労支援事業所等の職員７７人が参加しました。 
 精神障害者の雇用が年々増加する一方で定着率は低く、関係機関が連携し支援を行うことが今後
の課題となっています。 
 研修会では、福岡県の新雇用開発課と障害者福祉課から、本県における精神障害者雇用の現状に
ついて説明が行われるとともに、就労継続支援Ｂ型事業所「和楽えのき」から、就労支援の取り組
みについて事例発表が行われました。 
 事例発表では、「就労継続支援Ｂ型には、医療的なＢ型と、より企業に近いＢ型があり、和楽え
のきは医療的なＢ型である。精神状態がまだまだ不安定な人を対象としているため、作業というよ
りも話すことを大切に接している。」と紹介がありました。 
 また、「例えば、作業を１５分あたりいくらと細かく設定することで、本人が休憩を申告しやす
くなり、結果、作業時間が少しずつ増えていく。健康を保つための生活、意欲を高め持続させるた
めの作業環境をつくり、本人のやる気や思いをどうかきたてるかが支援者の役割だ。たとえ仕事が
長続きしなかったとしても、それでいい。そこから見えてくるものを受容し、学びながらステップ
アップすればいいのだと利用者に話している。」と、話されました。 
 このほか、「生活支援では、保健所や市町村担当課、社協、医療機関等と連携している。就労支
援では、各機関の特性を相互に理解し連携している。」「気になる求人は、ハローワークと障害者就
業・生活支援センターで連絡をとってもらい、実習訓練ができるようにしている。」など、事例が
話されました。 
 
  
６頁おわり。 

６頁  
 
 このページのこのコードでは、福岡県盲人福祉大会の報告を、もうひとつのコードでは、精神障
害者就労支援に関する研修会の報告をします。 
 
 タイトル：福岡県盲人福祉大会が開催されました 
 本文： 
 去る９月２８日、「第４０回福岡県盲人福祉（朝倉）大会」が朝倉市で開催され、県内に在住す
る視覚障害者等、約２００人が参加しました。 
 同大会は、「広げよう！愛の白杖シグナル運動を」「目指そう！権利条約の批准に伴う差別のない
社会の実現を」「実現しよう！制限・地域格差のない同行援護を」をスローガンに、社会福祉法人
福岡県盲人協会が開催したものです。 
 主催者挨拶では、福岡県盲人協会の小西会長が「始終笑顔であふれ、好感をもたれ信頼される社
会であるなら、平等で権利が保障される社会ができるのではないかと思う。事を成し、広げるため
には、まず自らが動くことが必要だ。」と、参加者に呼びかけました。 
 当日は、県内に在住している韓国人のちょん よんみさんを講師に招き、「障害福祉サービスと
育児支援を考える」をテーマに講演が行われました。 
 全盲のちょんさんは、同じく視覚に障害があるご主人と、小学校と保育所に通う２人のお子さん
の４人で暮らしています。 
 ちょんさんは、「保育所への送迎は、同行援護ではなく、居宅介護を利用している。これは、育
児が、家事援助に含まれるためである。居宅介護は、本人に代わって行うサービスであるので、ヘ
ルパーの送迎に自分は一緒に行けない。」「事例をまとめて相談窓口に置いておけば、次の人が困ら
ないのではないか。」と、より充実した育児支援の必要性を訴えました。 
 また、その後のパネルディスカッションでは、同協会のブロック代表が「介護」や「同行援護」
等サービス利用の事例を発表するとともに、参加者からも普段抱いている疑問や思いが話され、盛
会のうちに幕を下ろしました。 
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７頁  
 
 このページでは、福岡県障害者文化祭の開催についてお知らせします。 
 
 本文：１２月３日から９日は「障害者週間」です。 
 みんなのハートがひとつになって、輝く未来をつくる 
 第１５回 福岡県障害者文化祭を開催します。 
 開催期日：平成２６年１２月６日（土）１０時から１７時 
 会場：イオンモール福岡 
    （住所：粕屋郡粕屋町大字酒殿あざ老ノ木１９２の１） 
 内容： 
  障害者の作品の展示、障害者まごころ製品の展示・販売、ステージイベントを行います。 
  障害者の作品の展示では、 
  ・第９回ＮＨＫ福岡 ハートパークに出展された作品より５０展を展示。 
  ・高畑一郎さんの「自然」をテーマにした写真を展示。 
  ・第１４回全国障害者スポーツ大会、第５２回福岡県しんたい障害者体育大会、第３４回とき
めきスポーツ大会の写真を展示します。 
 
  障害者まごころ製品展示・販売会では、手づくりのパンやお菓子、木工製品、布製品等の販売
のほか、福祉機器の展示や車椅子体験コーナーもあります。 
 
  ステージイベントでは、補助けんの紹介、障害者スポーツの紹介とゲーム、ハーモニカ演奏、
尺八演奏、合唱、楽器演奏を行います。 
 
問い合わせ先 
福岡県障害者社会参加推進センター 
電話０９２・５８４・６０６７ 
ファックス０９２・５８４・６０７０ 
 
７頁おわり。 

 



「きちんと苦情対応
～介護職員のための苦情対応マニュアル～」
宮本薫　著
出版：全国社会福祉協議会

　介護職員に向けて、苦情を寄せた利用者の心
理とそれを踏まえた望ましい苦情対応をまとめ
る。よくある苦情への対応例、対応に苦慮する要
求を繰り返す利用者への対応の考え方にも触れ
る。

ＤＶＤ「発達障害と虐待
～教育現場で何かを感じたら～」
製作・著作：（株）アローウィン　

第１巻「気づきとその理解のために」（35分）
　基本的な理解を促すための発達障害と虐待の
関係性やその違いを考える。
第２巻「適切な対応のために」（45分）
　具体的な支援の方法を、医師や療育機関・地
域の生活支援センターでの実例に基づき解説。

「精神障害者の＜働きたい＞をかなえる
　福祉・企業・行政によるコラボレーション」

生活協同組合コープとうきょう／
（社福）ＪＨＣ板橋会　編著
出版：エンパワメント研究所

　東京都による支援のもとで社会福祉法人JHC板
橋会と生活協同組合コープとうきょうとの間で開
始された施設外就労体験事業の経緯と実践の記
録。精神障害者の<働きたい>という意欲を実現
させるためのヒントにあふれた１冊である。

「私が選んだ働き方
　企業就労した人たちの経験」
やどかりブックレット編集委員会　編
阪井宏一／野口智子　ほか著
出版：やどかり出版

●利 用 時 間 ９：００～１７：００
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●問い合わせ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。

　一般企業で活躍している精神障
害のある人たちがどのような経過
を経てきたのか、またどのような
思いで仕事に取り組んでいるのか
など、それぞれのたどった道程を
綴る。Ｑ＆Ａも収録。
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３冊目 
「精神障害者の 働きたい をかなえる 

福祉・企業・行政によるコラボレーション」 
生活協同組合コープとうきょう 、社会福祉法人ＪＨＣ板橋会 編著 
出版：エンパワメント研究所 

東京都による支援のもとで社会福祉法人 JHC 板橋会と生活協同組合コープとうきょうとの
間で開始された施設外就労体験事業の経緯と実践の記録。精神障害者の 働きたい とい
う意欲を実現させるためのヒントにあふれた 1冊である。 
 
４冊目 

「私が選んだ働き方 企業就労した人たちの経験」 
やどかりブックレット編集委員会 編 
阪井宏一 野口智子 ほか著 
出版：やどかり出版 

 一般企業で活躍している精神障害のある人たちがどのような経過を経てきたのか、また
どのような思いで仕事に取り組んでいるのかなど、それぞれのたどった道程を綴る。Ｑ＆
Ａも収録。 
 
 
８頁おわり 

８頁  
ほんだな 
 
福祉情報センターでは、福祉に関する図書・雑誌・ビデオの貸し出しを行っています。
ぜひご利用ください。 
利用時間は、９時から１７時まで、月曜日は休館日です。月曜日が祝日の場合は、翌日
が休館日となります。第よん月曜日は開館しています。 
貸出は、図書・ビデオ 合計１０点まで。２週間以内の返却をお願いします。 
遠方のかたや外出が困難なかたのために、配送での貸出、返却も行っております。 
 
お問い合わせは、福祉情報センター 電話番号０９２－５８４－３３３０までご連絡く
ださい。 
 
こん号では、福祉情報センターにある４冊の図書を紹介します。 
 
１冊目 

「きちんと苦情対応 介護職員のための苦情対応マニュアル」 
宮本薫 著 

   出版：全国社会福祉協議会 
介護職員に向けて、苦情を寄せた利用者の心理とそれを踏まえた望ましい苦情対応をま

とめる。よくある苦情への対応例、対応に苦慮する要求を繰り返す利用者への対応の考え
方にも触れる。 
 
 
２冊目 

ＤＶＤ「発達障害と虐待 教育現場で何かを感じたら」 
製作・著作：株式会社アローウィン  

第１巻「気づきとその理解のために」（35分） 
基本的な理解を促すための発達障害と虐待の関係性やその違いを考える。 

第２巻「適切な対応のために」（45分） 
 具体的な支援の方法を、医師や療育機関・地域の生活支援センターでの実例に基づき解
説。 

 


